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（第６週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）

A型 B型 不明
0歳

1〜3歳 1 1
4〜6歳 2 6 1
7〜9歳 3 15
10〜14歳 6 8
15〜19歳 1 6
20歳以上 5 5 5 3
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70歳以上
（再掲） 2
先週 9 8 8 2 2
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

竹田地区では、感染性胃腸炎とインフルエンザＢ型が流行しています
予防のために、外出後や食事前の手洗いを行い、咳やくしゃみが出る場合はマスクを着用してください。嘔吐物や便の処理を行う
際は、手袋を着用し、処理後は十分な手洗いと消毒を行いましょう。体調不良がある場合は無理をせず、早めに医療機関を受診
し、登校・出勤を控えましょう。

感染性胃腸炎について
今週の報告数は33名となり、先週の２名から増加しました。

感染性胃腸炎は細菌やウイルスが原因で、下痢や嘔吐、腹痛などの症状が起こる感染症です。冬の時期は、ノロウイルスによる感
染性胃腸炎が増加する傾向があります。乳幼児や高齢者では、脱水により重症化しやすいため注意が必要です。

インフルエンザについて
今週の報告数は29人となり、先週の17人と比較し増加しました。型別ではA型が6人、B型が23人と、B型の報告が約8割となっ
ています。豊肥管内の定点あたりの報告数も13.20人と、先週の10.08人から増加し、流行発生注意報レベルとなっています。型
別では、B型の割合が95％と多い状況です。大分県全体の定点あたり報告数は69.67名となり、先週の52.48名からさらに増加
し、引き続き流行発生警報レベルとなっています。
インフルエンザB型は、通常のインフルエンザの症状に加えて、小児では腹痛、下痢、嘔吐などの消化器症状が出やすいといわれて
います。

大分県豊肥保健所 作成

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 1 3 5

2025-2026年 竹田地域
インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症推移
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感染性胃腸炎竹田市8医療機関総数

2024年 2025年
2026年

（人）

（週）



　　　
　　
　　　
　　
　　　

大分県豊肥保健所 作成


